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【公表日】令和2年4月9日(2020.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-014
【出願番号】特願2019-550689(P2019-550689)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  53/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  91/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｃ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 297/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   53/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   91/00     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   81/02     　　　　
   Ｃ０８Ｃ   19/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  297/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月4日(2021.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性エラストマー組成物であって、成分ａ）、ｂ）およびｃ）：
　ａ）９７．１から９０．９重量％の、次の構造を有する少なくとも１種の星形ブロック
コポリマーＡ
［Ｓ１－（Ｓ／Ｂ）ｋ－（Ｓ／Ｂ）ｌ－（Ｓ／Ｂ）ｍ－Ｓ２］ｎ－Ｘ　（Ｉ）
（式中、Ｓ１およびＳ２は、少なくとも１種のビニル芳香族モノマーから作られるポリマ
ーブロックであり、Ｓ／Ｂは、少なくとも１種のビニル芳香族モノマーと少なくとも１種
のジエンとから作られるランダムコポリマーブロックであり、軟質相を形成し；Ｘは、多
官能性カップリング剤に由来するカップリング中心である）；
　ｂ）２．９から９．１重量％の少なくとも１種の可塑剤Ｂ、好ましくは鉱油；ならびに
　ｃ）０から２重量％のさらなる添加剤Ｃ
を含み；
　成分ａ）、ｂ）およびｃ）の合計は１００重量％であり；
　アームＳ１－（Ｓ／Ｂ）ｋ－（Ｓ／Ｂ）ｌ－（Ｓ／Ｂ）ｍ－Ｓ２は同一であり；
　ブロックＳ１およびＳ２（硬質相を形成する）の割合は、ブロックコポリマーＡ全体に
基づいて、２４から４０重量％であり；
　すべてのブロック（Ｓ／Ｂ）のビニル芳香族モノマー／ジエン（＝Ｓ／Ｂ）比は１／０
．４５から１／２．５であり；
　ブロック（Ｓ／Ｂ）ｋ、（Ｓ／Ｂ）ｌおよび（Ｓ／Ｂ）ｍのＳ／Ｂ比は互いに異なり；
ブロック（Ｓ／Ｂ）ｋおよび（Ｓ／Ｂ）ｍのＳ／Ｂ比はブロック（Ｓ／Ｂ）ｌのＳ／Ｂ比
よりも低く；
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　ブロックＳ２／Ｓ１の重量比は０．１から０．８であり；
　ブロックコポリマーＡの重量平均モル質量Ｍｗは２００，０００から３５０，０００ｇ
／ｍｏｌであり；ｎは１から８の自然数であり；ｋ、ｍは１であり；ｌは少なくとも１で
ある自然数である、
前記熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項２】
　成分ａ）、ｂ）およびｃ）を以下の量：
　ａ）９６．２から９１．７重量％；
　ｂ）３．８から８．３重量％；
　ｃ）０から２重量％
で含む、請求項１に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項３】
　可塑剤Ｂは鉱油である、請求項１または２に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項４】
　メルトマスフローインデックス（ＩＳＯ１１３３－１：２０１１に従って２００℃およ
び５ｋｇの荷重でポリマー溶融物について測定）は８から１６ｃｍ３／１０分の範囲であ
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項５】
　ｎは３から５の自然数である、請求項１～４のいずれか１項に記載の熱可塑性エラスト
マー組成物。
【請求項６】
　Ｘはエポキシ化アマニ油またはエポキシ化ダイズ油に由来するカップリング中心である
、請求項１～５のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項７】
　ブロックコポリマーＡのＭｗは２１０，０００から３２０，０００ｇ／ｍｏｌである、
請求項１～６のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項８】
　ポリマーブロックＳ１のＭｗは１８，０００から３６，０００ｇ／ｍｏｌの範囲であり
、好ましくは２１，６００から３４，０００ｇ／ｍｏｌの範囲であり；ポリマーブロック
Ｓ２のＭｗは４，０００から８，１００ｇ／ｍｏｌの範囲であり、好ましくは４，２００
から７，５００ｇ／ｍｏｌの範囲である、請求項１～７のいずれか１項に記載の熱可塑性
エラストマー組成物。
【請求項９】
　ブロックコポリマーＡのブロックＳ２／Ｓ１重量比は０．１から０．６であり、好まし
くは０．１５から０．４０であり、より好ましくは０．１５から０．３である、請求項１
～８のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項１０】
　コポリマーブロック（Ｓ／Ｂ）ｋのＳ／Ｂ比は０．５から１．０であり、好ましくは０
．６５から０．８５であり；コポリマーブロック（Ｓ／Ｂ）ｌのＳ／Ｂ比は０．５から１
．２であり、好ましくは０．７から１．１であり、コポリマーブロック（Ｓ／Ｂ）ｍのＳ
／Ｂ比は０．３から０．８であり、好ましくは０．４から０．７である、請求項１～９の
いずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項１１】
　コポリマーブロック（Ｓ／Ｂ）ｋ、（Ｓ／Ｂ）ｌおよび（Ｓ／Ｂ）ｍの重量平均モル質
量Ｍｗは互いに異なり；Ｍｗ（Ｓ／Ｂ）ｋは１３，８００から２６，９００ｇ／ｍｏｌの
範囲であり、Ｍｗ（Ｓ／Ｂ）ｌは２１，２００から４１，０００ｇ／ｍｏｌの範囲であり
、Ｍｗ（Ｓ／Ｂ）ｍは１１，５００から２３，０００ｇ／ｍｏｌの範囲である、請求項１
～１０のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物。
【請求項１２】
　成分ａ）を連続的に押出機に導入し、次いで成分ｂ）および場合によりさらなる成分ｃ
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）を計量導入する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物
の製造方法。
【請求項１３】
　成分ｂ）および場合により成分ｃ）を、そのまままたは溶液で、ブロックコポリマーＡ
の溶液に添加し、次いで液体を均質化し、その後溶媒から生成物を遊離させる、請求項１
～１１のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物の製造方法。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物から生産される、
成形品、特に、輸液器具、透析ユニットおよび呼吸マスクのようなチューブおよびバッグ
。
【請求項１５】
　医療用途のための、特に医療用チューブおよびバッグのための、請求項１～１１のいず
れか１項に記載の熱可塑性エラストマー組成物の使用の方法。
【請求項１６】
　請求項１および５～１１のいずれか１項に記載の星形ブロックコポリマーＡ。
【請求項１７】
　請求項１および５～１１のいずれか１項に記載の式（Ｉ）のブロックコポリマーＡの製
造方法であって、
　ｉ）単一の開始、
　ｉｉ）ビニル芳香族モノマーの第１の添加および重合、
　ｉｉｉ）ビニル芳香族モノマーとジエンの混合物の少なくとも３回の添加および重合、
　ｉｖ）ビニル芳香族モノマーの第２の添加および重合、ならびに
　ｖ）最後のポリマーブロックのビニル芳香族モノマーの添加および重合後のカップリン
グ工程
を特徴とする前記製造方法。
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